
成城大学 2026 年度 学部別選抜（A 方式） 

2 月 5 日：科目名 地理 

■解答例 

 

〈注意事項〉 

ここに掲載するのは解答の一例であり、その他に別解がある場合があります。 

  

Ⅰ 問１ １ 赤道 ２ 本初子午線  ３ 15 ４ 明石 ５ ９   

問２ (1) サマータイム 

 (2) 日本の国土が東西に広がっていることから、早めた標準時と実際に太陽の

出ている時間（昼夜）との差(ズレ)が拡大して身体や生活のリズムが狂っ

たり、残業が増えたりしたため。 

問３ 標準時と実際に太陽の出ている時間（昼夜）の差をできるだけ小さくするた

め、当該地域の昼夜の実態に合わせて同じ時間帯になるように区分した。 

問４ (1) ７ (2) 23 日午後 10 時 

問５ (1) 別添の図を挿入 

 (2) b 

 

Ⅱ 問１ １ 世界宗教 ２ カトリック ３ プロテタント 4 ムハンマド 

     ５ ヒンドゥー教 ６ 民族宗教 

問２ d  

問３ b  

問４ Ａ スンナ派  Ｂ シーア派 

問５ (1) 仏教  (2) イスラーム  (3) フィリピン 

 

Ⅲ 問１ １ i  ２ g  ３ f  ４ j  ５ c  

問２ Ａ ワジ  Ｂ アラビア  Ｃ モノカルチャー 

問３ (1) サへル  (2) a  d  e 

問４ ルワンダ 

問５ c  

問６ (1) ア b  イ c  ゥ a   (2) ア  (3) 資源ナショナリズム 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 問１ １ 生産調整  ２ 高齢  ３ ＷＴＯ   

  問２ (1) 棚田  (2) 焼畑  (3) 二期作：１年間に同品種を２回栽培する 

       二毛作：１年間に２種類の作物を栽培する 

  問３ 農薬 

  問４ a  c  d   

  問５ (1) 生産地における水利用にともなう地下水や内水面の水不足 

     (2) 食料自給率が低く、遠方の国からの食料輸入が多いため 



 

■出題意図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 「地図と地理情報システム」から出題 

  地図を利用した基本的な地理情報に関する理解度を問う。 

 

Ⅱ 「現代社会の系統地理的考察」から出題 

  世界の宗教の成りたちと特徴、それらの伝播や分布に関する理解度を問う。 

 

Ⅲ 「現代世界の地誌的研究」から出題 

  アフリカの自然と文化の特徴に関する理解度を問う。 

 

Ⅳ 「現代社会の系統地理的考察」から出題 

  日本の農業の特徴と現状・課題に関する理解度を問う。 


